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１．議事日程（令和３年第１回北広島町議会定例会）

令和３年２月１０日

午 前 １ ０ 時 開 議

於 議 場

２．出席議員は次のとおりである。

日程第１ 議案第１号 北広島町まちづくりセンター条例

日程第２ 議案第２号 北広島町まちづくりセンター広場設置及び管理条例

日程第３ 議案第３号 北広島町精神障害者医療費支給条例

日程第４ 議案第４号 北広島町使用料条例の一部を改正する条例

日程第５ 議案第５号 北広島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部を改正する条例

日程第６ 議案第６号 北広島町地域づくりセンターの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例

日程第７ 議案第７号 北広島町重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例

日程第８ 議案第８号 北広島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を

改正する条例

日程第９ 議案第９号 北広島町立保育所（園）設置条例の一部を改正する条例

日程第10 議案第１０号 芸北農村環境改善センター設置及び管理条例の一部を改正する条

例

日程第11 議案第１１号 北広島町図書館条例の一部を改正する条例

日程第12 議案第１２号 北広島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例

日程第13 議案第１３号 大朝保健センター設置及び管理条例を廃止する条例

日程第14 議案第１４号 指定管理者の指定について

日程第15 議案第１５号 令和３年度北広島町一般会計予算

日程第16 議案第１６号 令和３年度北広島町国民健康保険特別会計予算

日程第17 議案第１７号 令和３年度北広島町下水道事業特別会計予算

日程第18 議案第１８号 令和３年度北広島町農業集落排水事業特別会計予算

日程第19 議案第１９号 令和３年度北広島町介護保険特別会計予算

日程第20 議案第２０号 令和３年度北広島町電気事業特別会計予算

日程第21 議案第２１号 令和３年度北広島町芸北財産区特別会計予算

日程第22 議案第２２号 令和３年度北広島町診療所特別会計予算

日程第23 議案第２３号 令和３年度北広島町情報基盤整備事業特別会計予算

日程第24 議案第２４号 令和３年度北広島町後期高齢者医療特別会計予算

日程第25 議案第２５号 令和３年度北広島町水道事業会計予算

日程第26 発議第１号 北広島町監査委員条例の一部を改正する条例
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３．欠席議員は次のとおりである。

４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

５．職務のため議場に出席した事務局職員

議会事務局長 坂 本 伸 次 議会事務局 小 川 友里江

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午 前 １０時 ００分 開 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（濱田芳晴） おはようございます。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため議場

内においても原則マスクを着用することとしております。マスクをしたままで議事進行させて

いただきます。本定例会も本日が最終日となりました。本日は議案の審議、採決となっており

ます。なお採決では、挙手は分かりにくい点があったので、全て起立を今回は求めることとし

ますので、あらかじめお願いをしておきます。発言を行う際もマスクをしたまま、質疑、答弁、

要点のみ簡潔に行ってください。ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達しております

ので、これより本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

１番 湊 俊 文 ２番 美 濃 孝 二 ３番 真 倉 和 之

５番 敷 本 弘 美 ６番 森 脇 誠 悟 ８番 山 形 しのぶ

９番 亀 岡 純 一 １０番 梅 尾 泰 文 １２番 服 部 泰 征

１３番 伊 藤 淳 １４番 中 田 節 雄 １５番 大 林 正 行

１６番 濱 田 芳 晴

な し

町 長 箕 野 博 司 副 町 長 中 原 健 教 育 長 池 田 庄 策

芸北支所長 清 見 宣 正 大朝支所長 竹 下 秀 樹 豊平支所長 細 川 敏 樹

危機管理課長 野 上 正 宏 総 務 課 長 畑 田 正 法 財政政策課長 植 田 優 香

管 財 課 長 高 下 雅 史 まちづくり推進課長 沼 田 真 路 税 務 課 長 矢 部 芳 彦

町 民 課 長 槇 原 ナギサ 福 祉 課 長 芥 川 智 成 保 健 課 長 迫 井 一 深

農 林 課 長 宮 地 弥 樹 商工観光課長 中 川 克 也 建 設 課 長 川 手 秀 則

上下水道課長 砂 田 寿 紀 消 防 長 日 田 靖 成 学校教育課長 植 田 伸 二

生涯学習課長 西 村 豊 会計管理者 畑 田 朱 美
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 議案第１号 北広島町まちづくりセンター条例

○議長（濱田芳晴） 日程第１、議案第１号、北広島町まちづくりセンター条例を議題とします。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終

わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもっ

て討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１号、北広島町まちづくりセンター条例

は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２ 議案第２号 北広島町まちづくりセンター広場設置及び管理条例

○議長（濱田芳晴） 日程第２、議案第２号、北広島町まちづくりセンター広場設置及び管理条例

を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これ

をもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原

案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第２号、北広島町まちづくりセンター広場

設置及び管理条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第３ 議案第３号 北広島町精神障害者医療費支給条例

○議長（濱田芳晴） 日程第３、議案第３号、北広島町精神障害者医療費支給条例を議題とします。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終

わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもっ

て討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第３号、北広島町精神障害者医療費支給条

例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第４ 議案第４号 北広島町使用料条例の一部を改正する条例
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○議長（濱田芳晴） 日程第４、議案第４号、北広島町使用料条例の一部を改正する条例を議題と

します。これより質疑を行います。質疑はありませんか。伊藤議員。

○１３番（伊藤 淳） １３番、伊藤 淳です。使用料に関してです。常任委員会の報告では、時

間と面積などの条件を加味したものの料金ということでありました。ただ、こちらのほう、改

正前の使用料等が比較としてはなかったので、聞きたいところとしては、住民にとって利用し

やすい料金になっているかをお聞きいたします。

○議長（濱田芳晴） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 庁舎に関する使用料でございます。比較という部分でありますけども、

比較につきましては、これまでは本庁舎のみの使用料設定でありましたので、その他支所につ

きましては、新たな設定ということで比較はございません。利用につきましては、基本的には

公共的に利用していただくというのが基本でございますので、一般的に開放するというふうな

ことはあまりないんじゃないかと思っております。一般的には地域づくりセンターとか、そこ

ら辺を利用していただければと思っております。

○議長（濱田芳晴） 伊藤議員。

○１３番（伊藤 淳） 一般利用が少ないということでしたが、一般利用、原則では分かるんです

が、利用料の設定ということであれば、一般の方が使う可能性もなきにしもあらずといったと

ころでしょうか。

○議長（濱田芳晴） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 庁舎でありますので、行政財産ということで、使用することについて問

題はありませんけども、考え方として、できれば公共的なものに使っていただきたいというこ

とでございます。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わ

ります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもって

討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第４号、北広島町使用料条例の一部を改正

する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第５ 議案第５号 北広島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正

する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第５、議案第５号、北広島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関

する条例の一部を改正する条例を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありません

か。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論は

ありませんか。討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について

採決します。本案については原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。

（起立全員）
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○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第５号、北広島町消防団員の定員、任免、

給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第６ 議案第６号 北広島町地域づくりセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例

○議長（濱田芳晴） 日程第６、議案第６号、北広島町地域づくりセンターの設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。

美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。料金の統一という考えのもとこういう料金にされたよ

うですが、できるだけ利用しやすくするため、安くしようとの考えはあったでしょうか、伺い

ます。

○議長（濱田芳晴） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 安くというよりは、既存の料金を今回は時間単位にしたとい

うことでございます。まちづくりセンターにつきましては、他の地域づくりセンターとの比較

検討等も行いながら設定した料金でございます。

○議長（濱田芳晴） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 既存の料金というふうに言われましたが、これ一般質問でもありましたが、

午前・午後・夜と、４時間、３時間半とかなってるんですが、それを時間単位にしたというこ

となんでしょうか。それともう１つは、面積や設備で決めたという説明を受けておりますが、

先ほどもありましたが、利用者はその施設にある会議室等の施設しか選択ができません。面積

が少し違っても、できるだけ同じ利用料にするのが利用者の立場に立った措置ではないかとい

うふうに考えるんですが、そのような配慮はされておられるでしょうか。伺います。

○議長（濱田芳晴） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 時間の設定につきましては、昼間の時間を基本として、時間

料金を決定させていただきました。それから面積につきましては、他の施設等も面積按分、料

金等も検討した上で面積の広さ、そういったものも含めて総合的に判断をして提案をさせても

らったものでございます。

○議長（濱田芳晴） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 質問の中で、利用者はその施設、センターの施設しか使えないんですね。で

すから、例えば広さが倍になったから、例えば高い料金を払う、ほかよりですよ、比べて。そ

うじゃなくても、そこしかないんですから、同じような条件じゃないかというふうに考えるこ

とはできなかったのか、伺います。

○議長（濱田芳晴） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 施設等も更新されておりますし、そういった全体のバランス

を考えての設定でございます。

○議長（濱田芳晴） そのほか質疑ありますか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わり

ます。これより討論を行います。討論はありませんか。美濃議員。
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○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。議案第６号 北広島町地域づくりセンターの設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例に対し、反対討論を行います。一般質問でも指摘しま

したが、千代田のまちづくりセンターは、旧センターの大会議室や調理室を除き、１時間の利

用料は１５０円、電気代が１５円、冷暖房を使った場合に６０円となっており、冷暖房を使っ

ても１時間２２５円で利用されておられます。しかし新センターは、冷暖房費含めて３００円

の会議室等や４００円となり、これまでと比べ１．３倍から２．４倍も値上げされています。

さらには料金改定について、町民にも検討委員会にも諮らず、行政が一方的に決めたことも明

らかになりました。料金は利用者にとっては大きな問題であり、町の憲法の町長がいうまちづ

くり基本条例第１８条、まちづくりについての重要な条例を制定、または改廃しようとすると

きは、特別な場合を除いて、この特別な場合とは政策的な判断を必要としない場合、用語の変

更など簡易な改正で、実質的な変更を伴わない場合、これらを除いて住民の参加を図るよう努

めなければならないとしていますが、この料金改定について、全く住民の意見も聞かないで、

町長先頭に条例を守っているというふうには言えないと思います。また、そもそも社会教育法

第２０条では、公民館は、住民のために実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の

事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社

会福祉の増進に寄与することを目的とするとしており、このサークル活動を応援することが自

治体には求められているというふうに考えます。にもかかわらず、料金を大幅に引き上げるこ

とはこの目的に反しており、この条例には反対をいたします。議員各位のご賛同お願いします。

○議長（濱田芳晴） ほかに討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもって討論を終わ

ります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定することに賛成

の方は起立をお願いします。（起立多数）

○議長（濱田芳晴） 起立多数です。したがって、議案第６号、北広島町地域づくりセンターの設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第７ 議案第７号 北広島町重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第７、議案第７号、北広島町重度心身障害者医療費支給条例の一部を改

正する条例を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認め

ます。これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論

なしと認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案に

ついては原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第７号、北広島町重度心身障害者医療費支

給条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第８ 議案第８号 北広島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
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○議長（濱田芳晴） 日程第８、議案第８号、北広島町行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例を

議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これを

もって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めま

す。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案

のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第８号、北広島町行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部

を改正する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第９ 議案第９号 北広島町立保育所（園）設置条例の一部を改正する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第９、議案第９号、北広島町立保育所（園）設置条例の一部を改正する

条例を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと

認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案について

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第９号、北広島町立保育所（園）設置条例

の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１０ 議案第１０号 芸北農村環境改善センター設置及び管理条例の一部を改正する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第１０、議案第１０号、芸北農村環境改善センター設置及び管理条例の

一部を改正する条例を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑な

しと認めます。これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありません

か。討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。

本案については原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１０号、芸北農村環境改善センター設置

及び管理条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１１ 議案第１１号 北広島町図書館条例の一部を改正する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第１１、議案第１１号、北広島町図書館条例の一部を改正する条例を議
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題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。服部議員。

○１２番（服部泰征） １２番、服部です。これ名称の変更は分かるんですけど、４０ページの３

番、使用料は許可の際納付しなければならないというのを削られてて、これだから、納付方法

が変わったというか、そういう認識でいいんですかね。

○議長（濱田芳晴） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村 豊） 条例上では、使用料につきましては、許可の際に納付しなければい

けないというふうになっておりますが、これまでも実態としまして、例えば使用する際に冷暖

房つけるかどうかといったところがありまして、使用後に納付をしていただいております。そ

れによりまして、この条項を削除しまして、使用後に料金を納付していただくということでご

ざいます。

○議長（濱田芳晴） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 例えば、１か月まとめて払うとか、そういうのではなくて、事前から事後

になっただけという形でいいですかね。

○議長（濱田芳晴） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村 豊） １か月まとめてということではございませんで、使用するその日に

納付をしていただくということでございます。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） 美濃孝二です。北広島町千代田分館ですけれども、閉館時間を午後６時半と

していますが、これを過ぎるとどういうふうな状態になるんでしょうか。図書の貸出しや返却

はどのようになるのか伺います。

○議長（濱田芳晴） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村 豊） 千代田の地域づくりセンター内の千代田分館についてでございます。

こちらにつきましては、開館時間を１８時３０分までとしまして、図書の返却については行う

ことができますが、貸出しについては行うことができないということになります。

○議長（濱田芳晴） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 図書についてはそうですが、もう１点、委員会の説明では、消灯すると、あ

の部分を。また、例えば入れないようにするのかどうかという点について、どのようになるの

か伺います。委員会でも議論になりましたが、仕事が終わってから、図書を見たいなと。働い

ている人の立場に立てば。そういう人はどうなるのか、全く入れなくなるのか、せっかくの施

設なのにちょっと不公平じゃないかという意見があるんですが、どのように考えておられます

か、伺います。

○議長（濱田芳晴） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村 豊） 図書館の運用につきましては、現在、千代田の地域づくりセンター

では、５時１５分以降はシルバーの対応として開館しているところでございます。そういった

ところで図書カードの発行であるとか、それから本館とのやりとり、本の予約でありますとか、

県内の図書の相互貸借とか、そういったことがシルバー対応ではできないというところがあり

ました。そういったところでトラブルも発生していたこともありまして、職員がいる１８時３

０分までとさせていただくものでございます。その図書館の運用というところで、開館につい

てなんですが、これは今後実際運用しながら決めていくようになると思いますけど、基本的に

は、図書があるところへの立入りはできない。そして、そこを仕切るかどうかというところも
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ありますが、これは盗難等の予防とか、そういったところもありますので、できるだけ入館者

の方が入れないような形といいますか、そういうような対応になると思います。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わ

ります。これより討論を行います。討論はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。議案第１１号、北広島町図書館条例の一部を改正する

条例の反対討論を行います。文教厚生常任委員会でも議論しましたが、一つは、６時半に図書

室部分が消灯、閉館になると、先ほど質疑で述べましたように、働いている方たちは図書の貸

出しや閲覧などの利用ができない。また、現在の地域づくりセンターでは、親の帰りを待つ子

供たちが利用する貴重な場となっているそうであります。しかし、新センターでは、それも本

を見ながら待つということができなくなるとの意見が出されました。せっかく多額の税金をか

けた施設なのだから、できるだけ多くの方々に利用していただき、憩いの場やコミュニティの

場にすべきと考え、６時半に図書部分を閉館せず、電灯つけて図書を読むことができるように

したほうがいいと考え、６時半に消灯、閉館する、この条例には反対せざるを得ません。

議員各位のご賛同お願いします。

○議長（濱田芳晴） ほかに討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもって討論を終わ

ります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定することに賛成

の方は起立をお願いします。（起立多数）

○議長（濱田芳晴） 起立多数です。したがって、議案第１１号、北広島町図書館条例の一部を改

正する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１２ 議案第１２号 北広島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第１２、議案第１２号、北広島町放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を議題とします。これより質疑を行います。

質疑はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。本来、専門の教育を受けた支援員２人のところ、これ

までは、うち１人は例えば県の研修を受けた補助員でもよかったんじゃないかと思うんですが、

それについての確認と、しかし、この基準をさらに今回引下げ、何かあれば駆けつけることが

できる、近くにいる職員がいれば、支援員１人でもよくなったと解釈をしましたが、間違いは

ありませんでしょうか、伺います。

○議長（濱田芳晴） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村 豊） まず、１点目の補助員ということでございますが、議員おっしゃる

とおりでございます。また、今回児童クラブに基本的には２人の支援員が必要ですが、人数が

少ない場合、その敷地内に他の事務に従事できる職員がいれば１人とすることができるという

ふうに改定するものでございます。

○議長（濱田芳晴） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 敷地内といえば、例えば学校に放課後児童クラブの施設があれば、学校の職
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員がいればいいということになるんでしょうか、伺います。

○議長（濱田芳晴） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村 豊） 敷地内と申しましたが、失礼いたしました。施設内ということでご

ざいまして、例えば放課後児童クラブを保育所が開設をしているような場合がありますが、そ

ういった保育所の中で保育士さんがいるような場合でございます。例えば学校に併設をしてい

ます児童クラブに学校の教職員がいるからというような解釈はいたしません。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わ

ります。これより討論を行います。討論はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。

議案第１２号、北広島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例に対し、反対討論を行います。放課後をどの子も健やかに過ごしていく

ことができるようにする、それが町に与えられた責務です。そのために指導に当たる職員は、

保育や教育など専門性を持った人材が当たることが欠かせません。今回の条例第１０条第２項

では、支援員の数は支援の単位ごとに２人以上とし、その１人を除いて補助員に代えることが

できるという条項を、放課後児童支援員のうち１人を除いた者または補助者が同一の敷地内に

ある他の事業所、施設等の職務に従事している場合、その他の利用者の支援に支障がない場合

はこの限りではないと明記し、専任の除外規定を盛り込んでいます。これは放課後児童クラブ

の質の低下を来すおそれがあり、この条例には反対せざるを得ません。ご賛同お願いします。

○議長（濱田芳晴） ほかに討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもって討論を終わ

ります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定することに賛成

の方は起立をお願いします。（起立多数）

○議長（濱田芳晴） 起立多数です。したがって、議案第１２号、北広島町放課後児童健全育成事

業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例は原案のとおり可決されま

した。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１３ 議案第１３号 大朝保健センター設置及び管理条例を廃止する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第１３、議案第１３号、大朝保健センター設置及び管理条例を廃止する

条例を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと

認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案について

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１３号、大朝保健センター設置及び管理

条例を廃止する条例は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１４ 議案第１４号 指定管理者の指定について
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○議長（濱田芳晴） 日程第１４、議案第１４号、指定管理者の指定についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終

わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもっ

て討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１４号、指定管理者の指定については原

案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１５ 議案第１５号 令和３年度北広島町一般会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第１５、議案第１５号、令和３年度北広島町一般会計予算を議題としま

す。これより質疑を行います。一般会計予算の質疑については、歳入と歳出に分割して行いま

す。それぞれ質疑を１人当たり３回までとします。まず初めに、歳入全般についての質疑を行

います。質疑はありませんか。真倉議員。

○３番（真倉和之） 歳入の２０ページ、消防費の補助金でありますが、これ電源立地が今年は１

０００円しか見てありませんが、毎年こういうのではないような気がして見るんですが、お聞

きしてみたいと思いますし、２２ページ、民生費の県の補助金が今年は大きく減額になってお

ります。この減額になった理由をお聞かせいただきたいと思います。それからその次、今年は

財政的に苦しいとは思いますが、３３ページの基金、財政調整基金、減債基金、これは予算も

小さくなっておりますので、この繰入れが１０００円しか見てありませんが、昨年あたりと違

うが何が、やっぱり予算の規模が小さいから、そういうことになっているのか、お聞きしてみ

たいと思いますし、それから最後の３７ページの雑入でありますが、これは大朝の医療法人へ

出したから、こうなっているのか、その点お聞きしてみたいと思います。

○議長（濱田芳晴） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） １点目の電源立地の交付金でございますが、例年、消防団の車両の

更新の財源としておりました。今回、令和３年度につきましては骨格予算ということで、消防

団の車両のほうは骨格予算のほうには含めておりません。現在は肉づけ予算として計上する予

定にしておりますので、電源立地の交付金についても、そのとき計上させていただこうと思っ

ております。それから４２ページの基金の繰入れの財政調整基金と減債基金の繰入れの件でご

ざいますが、令和３年度の当初予算につきましては、財政調整基金と減債基金については予算

に繰り入れておりません。現在は、繰入れなしという状態で予算編成ができておりますので、

１０００円のみ計上させていただいております。それから、すみません、雑入のところの質問

をもう一度お願いいたします。

○議長（濱田芳晴） 真倉議員。

○３番（真倉和之） 雑入が前年度は２億８６００幾らありましたが、今年は１億２００何ぼです

が、これは大朝のふるさと病院で、町の出資を云々するということがありましたが、この関係

で、ここへ出ているのか、そこをお聞きしてみたいと思いますし、先ほど答弁をいただきまし
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たが、電源立地については、政策予算の中で何ぼつくのかというとこまでお教え願いたいと思

います。

○議長（濱田芳晴） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 例年でお答えしますと、電源立地のほうは１１００万円でございま

す。以上です。

○議長（濱田芳晴） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） 雑入の件でございますけども、令和２年度につきましては、議員お

っしゃいますように、医療法人社団からの出資金の戻入が計上しておりますので、その点が減

額になったことが理由でございます。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 歳入、予算書２４ページの県支出金、県補助金の民生費県補助金でござ

います。何で下がっているかということでございますが、介護施設等整備費補助金、こちらの

ほうが前年度はございましたが、骨格予算のほうには計上しておりませんので、減額といった

理由になろうかと思っております。

○議長（濱田芳晴） 真倉議員。

○３番（真倉和之） 骨格予算では減額になっているが、政策予算、６月の分ではつくんかどうか、

そこらも併せて答弁いただきたいと思います。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 令和３年度につきましては、介護施設等整備費補助金、骨格予算のほう

で４８７０万１０００円の予算を計上するように考えております。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） １点伺います。説明では、固定資産税が減収してますけれども、この理由は、

評価替えによるものとのことですが、このコロナ禍による減収で払うことが難しくなった人が

いるんじゃないかと思うんですが、その他の税を含めて一括払いを従来していたが、今回、そ

の関係で分割になっているということはないかどうか伺います。

○議長（濱田芳晴） 税務課長。

○税務課長（矢部芳彦） 来年度の固定資産税の減収要因は、議員おっしゃるとおり評価替え、そ

れから法人税率の変更が影響してくるということで見込んでおります。それから分割納付につ

いては、それぞれの事情に応じて個別に対応して納付をしていただくということもあろうかと

思います。以上でございます。

○議長（濱田芳晴） そのほか質疑ありませんか。質疑なしと認めます。以上で歳入全般の質疑を

終わります。続いて歳出全般について質疑を行います。質疑はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） 歳出の２０ページ、まちづくりセンター管理運営事業です。ここにある２０

ページは、千代田のまちづくりセンターだと思いますが、今年度、当初予算にあったセンター

長報酬２９１万６０００円、これは今回、センター長という報酬の項目がないのですが、なぜ

でしょうか。また、会計年度任用職員報酬も約２６０万円増えておりますが、これは人員が増

えると思うんですが、その内容について説明を求めます。併せて、この千代田のまちづくりセ

ンターは、この報酬等除いてランニングコストは幾らになるか、旧センターと比べて幾ら増え

ることになるのか、伺います。

○議長（濱田芳晴） まちづくり推進課長。
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○まちづくり推進課長（沼田真路） 千代田地域づくりセンターのセンター長の報酬につきまして

は、この２０ページの会計年度任用職員の報酬の中に含んでおります。ランニングコストの比

較につきましてはできておりません。電気等について、まだ実際に運用始まってみないと分か

らないということでございます。

○議長（濱田芳晴） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 分かりました。ランニングコストはできていない。先ほど指摘した報酬と、

さらにこの中に入っている千代田地域づくりセンター解体工事請負費を除くと、全てではない

と思いますが、昨年度は７１８万３０００円でした。千代田地域づくりセンター。２０２０年

度はそうでした。来年度２０２１年度のこの予算では、報酬、工事費を除いて１３８９万７０

００円となります。全てではないと思いますが、旧千代田地域づくりセンターの今年までのラ

ンニングコストと比べて６７０万増えている。そうすると、概算にしますと、新センターは２

倍に増えたんじゃないかというふうに理解していいかどうか伺います。

○議長（濱田芳晴） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） これにつきましては人件費、人の現在よりは増えたりしてお

りますので、人件費部分、それから報酬の部分等含めてありますので、単純に比較ができない

というふうに思っております。

○議長（濱田芳晴） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 人件費といいますと、これに加えると何があるのか。シルバーさんの分等あ

るかもしれませんが、大きな額ではない。もし金額わかれば示してください。やはりこのラン

ニングコストというのはどれぐらいかかるんだろうというのは非常に重要な関心事であって、

なぜ、ランニングコストが計算できていないのか。大体普通、施設をつくったりすると、毎年

幾らぐらいかかるよねという話は必ずあるはずなんですが、なぜできていないのか伺います。

それともう１つ、放課後児童クラブ運営委託料について先ほども質疑しましたが、条例で支援

員の基準が変わり、これが適用されると業務委託料は変更になるのかどうか伺います。

○議長（濱田芳晴） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 人件費につきましては、時間が現在は５時１５分までの勤務

となっておりますけども、それを６時半までということもありまして、人員等のそういった充

実させたこともそういった要因でございます。それからランニングコストにつきましては、現

在は灯油等も使っておりますけども、光熱費等が、新センターにつきましてはオール電化とい

うことがございますので、そういったところも含めて、運用しながらでなければ、少しそうい

った推計ができないということでございます。

○議長（濱田芳晴） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村 豊） 放課後児童クラブの委託料についてでございます。先ほど議決をい

ただきました放課後児童クラブの支援員の数というところなんですが、実際には、２０人未満

というふうに条例上は定めておりますが、数人、要するにかなり少ない場合にそういった対応

をするようになると思います。現在委託をしております千代田地域、それから大朝の児童クラ

ブにつきましては委託という形になっておりますが、人数がかなり多くいます。実際のところ、

この委託をしている児童クラブでの支援員さんの人員を１人にするということはなかなかない

というふうに考えています。具体的には、現在補助金を出しています民間の児童クラブ、そう

いったところで登録者数がかなり少なく、なおかつ利用者が少ないような場合にそういった運
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用になるというところで、補助金については、人数によっての算定方式もありますので、実際

行ってみて、少なくなるというところはあると思います。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。敷本議員。

○５番（敷本弘美） ５番、敷本弘美でございます。１０款２項小学校費、情報通信ネットワーク

環境施設整備委託料の２８３万９０００円と、１０款教育費、３項中学校、中学校費の情報通

信ネットワーク環境施設整備委託料１４２万円ですが、確認のためにお伺いをいたします。Ｇ

ＩＧＡスクール構想の加速により、北広島町も新年度から小学校、中学校児童生徒に１人１台

の端末が与えられます。そのため、学校内の通信ネットワーク環境整備の予算で間違いござい

ませんでしょうか、お伺いいたします。

○議長（濱田芳晴） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 歳出の１５４ページ、小学校の情報通信ネットワーク環境整備委託

料２８３万９０００円と、中学校費、１５６ページ、同じく情報通信ネットワーク環境整備委

託料１４２万円計上させてもらっております。これにつきましては、議員御指摘のとおり、Ｇ

ＩＧＡスクール構想の実現という部分で、１人１台端末、この４月から学校に入ります。その

端末の運用の部分で、管理委託の費用を計上させていただいているものでございます。

○議長（濱田芳晴） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 学校内での通信環境が整い、この春から校内での一斉学習、また、共同学習

が学校現場において平等に行われます。文部科学省が示したこのＧＩＧＡスクール構想の趣旨

の中に、子供たちが家庭にいても学習を継続できる環境の整備とあります。この趣旨に基づい

て、東広島市は、多様な子供たちを誰一人取り残すことがないよう、通信ネットワーク環境が

整っていない就学援助世帯の家庭に、今年度中にモバイルＷｉ－Ｆｉが貸与され、また、呉市

においても、通信環境のないご家庭にモバイルＷｉ－Ｆｉルーターの貸出しを行うということ

をお伺いをいたしました。国は、この緊急時における家庭でのオンライン学習環境の整備、Ｗ

ｉ－Ｆｉ環境が整っていない家庭、モバイルルーター対応整備支援に予算をつけております。

本町のＷｉ－Ｆｉ環境が整っていないご家庭においても家庭学習が可能となるインターネット

通信環境を整えていくべきだと考えます。このたびの予算には入っていないと思われますが、

今後予算化し、早急に取り組んでいく考えはおありでしょうか。お伺いをいたします。

○議長（濱田芳晴） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 議員ご指摘のとおり、今回の当初予算には、そういった家庭での通

信環境に係る費用は計上しておりません。まだ、この３月いっぱいで、今年度で整備をして、

まだ手に届いてないというところで計上してないという部分がございます。この４月から児童

生徒に１人１台端末が届く中で、家庭環境に持ち帰ってどうするかという部分というのをしっ

かり学校とも協力をしまして、どういった事業の展開にしていくか、端末の活用についてどう

していくかということを研修をしっかりしております。全自治体でも、そういった取組をなさ

れておる、研究をなされているところでございますけれども、当町におきましても、しっかり

研究をしまして、４月からいきなり家庭でのオンライン授業ということはとても無理だという

ふうには思っておりまして、今後の事業展開、家庭学習の展開の中で、しっかり取り組んでい

きたいというふうに考えておりまして、家庭でのＷｉ－Ｆｉ環境とか、そういったネット環境

については調査をしております。ないご家庭についてどうするかということは、今後の活用し

ていく中でしっかり考えて、必要とあらば予算計上させていただきたいと思っております。
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以上です。

○議長（濱田芳晴） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 必要とあらば予算計上されていかれるということでございます。今後、家庭

学習ができない、そのような児童、また生徒を出さないように早急に取り組んでいただくよう

求めたいと思います。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑ありませんか。真倉議員。

○３番（真倉和之） ３番、真倉和之です。１７、１８ページの２款１項の総務費の中で、ふるさ

と寄附金受領送付などの委託料とありますが、これにつきましては、私も昨夜電話をして、し

てもらった人へお礼の電話をしたんですが、税の証明はいっとるかいのうと聞きましたら、も

らってると。ふるさと納税で、丁寧にいただいたと、返戻品をいただいたという礼までいただ

きましたが、これはここへ７７０万余りの予算組んでありますが、これはどういう組織で、こ

れは返戻品を含めた予算なんかお聞きをしてみたいと思います。それから３１、３２のバスで

ありますが、代替バスは補助金、年々これは増えてくるような気がするんですが、この代替バ

スは、乗っておられる方も非常に多くは見られませんが、もう少し考えて、お金の大事な使い

方はできんのかなというように思いますが、そこらをお聞きしてみたいと思いますし、それか

ら７６ページの不妊治療、昨年と同額の２００万が組んでありますが、今年これで大丈夫なん

だろうか。もう少し、人口増に対する取組がこれでいいんだろうかというような気持ちが持ち

ますけど、そこらを答弁いただきたいと思いますし、それから１１４ページに、今年は地域通

貨の関係が入っておりませんが、これは政策予算の中でやられるのかということを聞きたいの

と、もう一つは、地域通貨自身を見ると、大体購入される人決まっているんですね。ある立場

の人からいうと、これは金持ちが得する地域通貨だというような表現もされますが、そこらは

もう少し改革したやり方はいかんのか、その点併せてお聞きしてみたいと思います。

○議長（濱田芳晴） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） まず、１８ページのふるさと寄附事業の委託料でございます

が、これにつきましては、インターネットの受付サイトが今現在３社と契約をさせていただい

ております。その３社に対する証明書の発行委託料、それからふるさと返戻品の代金、それか

ら発送料も含んだ額でございます。それから３２ページのバスの運行補助でございますけども、

これにつきましては、現在関係する広島市、それから事業者等々実態にあったような再編、利

用しやすい再編について、鋭意協議を進めているところでございます。以上でございます。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 予算書７６ページの不妊治療でございます。前年度と予算が同額ではな

いかといったご指摘がございましたが、内訳としましては、不妊検査費のほうと一般不妊治療

助成金５万円の３名ずつ、特定不妊治療助成金として２０万円×７名、不育症治療助成金とし

まして３０万円×１名、このような内訳で予算を計上させていただいております。今後、不妊

治療される方も増えてこようかと思います。そういう状況にあわせて、予算の増額等補正予算

で対応させていただければと考えております。

○議長（濱田芳晴） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 地域通貨のことでございますけれども、本来、７款商工費のほうで

計上させていただいております。今回につきましては骨格予算ということもありますし、議員

ご指摘のとおり、購入者がほぼ決まっているような状況ではないかというようなご意見もいた
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だいております。そういったことも含めまして、地域通貨の在り方について、関連団体と協議

中でございます。今後はデジタル化、キャッシュレス化も含めて検討進めて政策予算のほうに

計上させていただきたいと考えております。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑ありませんか。服部議員。

○１２番（服部泰征） ついでに、今、地域通貨のデジタル化の分が出たので聞きたいんですけど

も、主要施策のほうでは、これは何か予算はゼロ円かなんかであって、この中にも書いてない

んですけど、この予算ゼロ円というのは、取り組むのにお金がかからないということでいいん

ですか。

○議長（濱田芳晴） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 現状では予算はゼロ円ということで、必要ないということで考えて

おります。

○議長（濱田芳晴） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 何かしら、例えばソフトなりハード、パソコン買ったりとか、必要なとき

を考えて、最低でも１０００円ぐらいつくんかなと思ったけど、ゼロ円というのはあり得るん

ですか。

○議長（濱田芳晴） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 政策予算のほうで、こういった検討も、令和３年度に向けてしてお

りますということを上げさせていただきたくて、項目を上げまして、予算的にはゼロ円でした

ので、ゼロ円というふうな書き方をさせていただきました。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑ありませんか。梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） １０番、梅尾でございます。地域通貨の関連で質問したいと思いますが、

今の地域通貨は何回か回すというふうなことがないので、利用される業者さんのほうも喜んで

おられるということがありますが、多分この間の地域通貨、昨年の１２月末までに使用してく

ださいねということであったろうと思いますが、毎回、私も質問させていただくんですが、買

うのは買うたが、よう使ってないよというのがあるのかないのか、あれば、どのぐらい使って

ないのかと。やっぱり地域通貨を出すわけですから、プレミアムで１０％だったろうと今回の

は思いますが、これしっかり使ってもらおうということが目的ですから、いや、全部使っとっ

てくれとってですよというなら、それでいいんでありますが、お聞きをします。

○議長（濱田芳晴） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 今回プレミアムで発行させていただきました地域通貨と合わせまし

て、住宅の支援としての地域通貨も併せて発行しておりますので、全てお使いになっておられ

るかどうかというところには、まだ整理をつけておりませんし、ちょっと申し訳ございません

が、手元に資料ございませんので、幾ら残っているかというようなところもちょっとお答えは

できない状況ではございます。今まででも、全額きれいにお使いいただいているということで

はないというふうな認識しておりますけれども、一応プレミアム付きのものにつきましては期

限をつけてご使用いただくということにしておりまして、その期間にお使いできなかったとい

う方もいらっしゃるというふうには思っております。

○議長（濱田芳晴） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） まだ整理がされていないということでありますし、一つのものだけではな

くて、住宅を建てたときに地域通貨で広報しているということでありますから、それらについ
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てもいつ頃に大体、決算がされてどのぐらいの効果があったのかということを見ながら、次の

年にその成果を生かしていこうと、あるいは課題を残していくということもあるわけでありま

すが、そこら辺はいつ頃になったら分かるのかということと、仮にそれが使用されてなかった

場合はどこのものになるのか。商工会のものになるのか、町のものになるのか、そこのところ

をお伝え願いたいと思います。

○議長（濱田芳晴） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 過去の実績を見ますと、お使いにならなかったという、金額的にも

そんなに大きい額ではないんですが、実際そういった少額でもお使いにならなかったというも

のがございます。いつになったら分かるかということでございますけれども、換金手数料等々

の整理をさせていただいた段階でということになりますので、最終的なご報告につきましては

決算時ということになろうかと思います。それからお使いにならなかった場合のどこのものに

なるのかということになりますけれども、販売につきましては商工会のほうで販売をしていた

だいておりますし、町のほうからも負担をしておりますので、両方の売上げという形にはなっ

てこようかと思います。

○議長（濱田芳晴） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 使用されなかった場合は、何らかの形で雑入で入ってくるということの整

理の仕方ですか。

○議長（濱田芳晴） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 実際の販売につきましては、商工会のほうで別会計をもって販売さ

れておりますので、そちらのほうの収入という形にはなってこようかと思います。

○議長（濱田芳晴） ここでお諮りします。日程の途中ですが、暫時休憩に入らせていただきます。

２０分から再開。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １１時 ０６分 休 憩

午前 １１時 ２０分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（濱田芳晴） 再開します。ほかに質疑はありませんか。森脇議員。

○６番（森脇誠悟） ６番、森脇誠悟でございます。

予算の内容ということではないんですが、意見にならないように質問させていただきたいと

思います。２３ページの総務費、総務管理費のスポーツ推進費であります。当初予算説明では、

本来、これまではずっと１０款で予算化されておったものが、このたび２款の総務費のほうへ

衣替えをされたということであります。常任委員会のほうでも担当の課、財政政策課、まちづ

くり推進課、あるいは総務課のほうからお聞きをしております。私がお聞きしたいのは、これ

まで合併をして、本来まちづくり推進課は企画課でありました。当初企画課が相当な事業を持

っておって、あまりにもボリュームが多いということで、商工観光、あるいは企業誘致、立地、
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定住、それとか道の駅、そういったもの新しい課をつくるなり、担当課を変えるとして、企画

をスリム化をして、まちづくり推進課と名称変更したいきさつがあります。そうした中で、理

由を聞いていますと、スポーツを核にしたまちづくりということで、それが大きな理由だとい

うことでありました。私も北広島町のまちづくり、スポーツを核としたまちづくりをするとい

うのは異論は全くありませんし、賛成の立場をとっておりますけども、まちづくりということ

はたくさん大きな事業が皆まちづくりにつながってきてると思いますが、また、まちづくりと

いうことに名を借りて、また、まちづくり推進課が相当なボリュームを持つことが懸念をされ

ます。そこをこのまま行っても大丈夫かというふうに思います。予算でいえば２億４０００万

余りがこのスポーツ推進費に組まれております。ほとんどがスポーツ施設の維持管理等の費用

でございますが、この大きな予算をもって、まちづくり推進課がうまく機能するかどうかとい

う不安もありますが、そこのところはいかがでしょうか。

○議長（濱田芳晴） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 全体的な組織、事務事業の在り方ということでありますので、総務課の

ほうからお答えさせていただきます。まずはスポーツの考え方につきましては、今お話があり

ましたように、スポーツの持つ力、これが今までの健康増進だったり、競技スポーツだけでは

なくて、コミュニティの形成だったり、地域経済の活性化というふうな力もあるということで、

一体的にこのスポーツ関連行政を進めるということで町長部局に移管するということでありま

す。この動きにつきましては、国、県も同様な動きで、県におきましても２年前だったと思い

ますけども、知事部局のほうにこのスポーツ行政を移管をしております。その流れの中で移管

するものであります。また、この考え方のもと、まちづくり、コミュニティの形成ということ

でありますので、まちづくり推進課に移管したもので、まちづくり推進課につきましては、名

称のとおり、まちづくりのほうに特化したいということで、その経緯につきましては、先ほど

お話があったとおりでございます。特に地域コミュニティ、あるいは人づくりというところに

力を注ぐという部署でありますので、今回のスポーツの在り方につきましても、その考え方の

もと、地域コミュニティであったり、人づくり、地域の活性化というふうなことを考えて、ま

ちづくり推進課に移管したものでございます。

○議長（濱田芳晴） 森脇議員。

○６番（森脇誠悟） 理由はよく分かります。ただ、あまりにもまちづくり推進課の課の業務が、

人員増ということも考えられますが、そういったパニック状態に陥らないような運営が必要じ

ゃないかと、ちょっと意見になりよると思いますが、そこらあたりは大丈夫でしょうか。

○議長（濱田芳晴） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 一つの考え方として政策立案というもの、これは行政全般の政策という

扱いの中で企画課でやっておりました。これかなり幅広い業務でありました。このものを財政

と一体的に政策も考えていこうということで企画課から財政課のほうに移管をしたものでござ

います。こういうふうな幅広いものを一つの部署で持つことなく、それは財政、総務等含めて

考えていこうということで、まちづくりということに特化をしたということであります。やは

りまちづくりというものは広い観点ではございますけども、政策というまだまだ幅広いものを

移管したこと、あるいは商工関係であるものは商工観光課のほうにというふうな流れの中で、

確かに幅広い業務ではありますけども、まちづくりというふうな考え方のもと、ある程度限定

した業務に注力できるということでこういう形にしております。また、これを推進するための
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組織体系、人材というものは、それに対応するべき体制は整えていこうと思っております。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。大林議員。

○１５番（大林正行） １５番、大林正行でございます。消防費の関係でございますけれども、消

防団の屯所について、今、統廃合進めていらっしゃると思いますけれども、予算書の中にはこ

れに該当するものがちょっと見当たらないと思います。統廃合といっても一部廃止ということ

でございますので、そうすれば上物の撤去等もあるんじゃないかと思います。そこで、その辺

がどうなるかということと、令和３年度に向けて、住民説明でありますとか消防団員への説明、

この辺はどのように進めていかれる予定か、お伺いをいたします。

○議長（濱田芳晴） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） それでは危機管理課のほうからお答えいたします。屯所の統廃合と

いうことでございます。現在、統廃合のほうで進めていますのは、今年度は千代田地域のほう

で各地域を回りまして説明をさせていただきました。消防団の現状、出動の状況であるとか対

応状況について説明をさせてもらって、先々人口減少、また団員の減少ということも先ほど条

例改正の関係もありましたが、そういうことが起きております。その中で必然的にも、今地域

のほうではちょっと消防団の活動が難しいよというふうなところもありまして、地域と相談を

しながら、これから編成のほうは考えていきますが、今すぐ屯所を閉鎖するということではな

く、地域とのお話を進めながら、徐々にまとめていくということで、３年度についてこれをと

いうことはございませんが、また、地域での説明とか、そういうものを進めていくというふう

には思っております。徐々にこの消防団の活動について、それから減少している地域でも消防

団の方を応援してくださいというような意味も込めまして、地域では説明会をしていくつもり

ですが、全体的に進めるというわけではなく、今年度は千代田地域をやりましたけども、また、

そういう問題ができたところに行きまして、地域と消防団の方、そして危機管理課のほうでお

話をさせてもらおうというふうに思っております。

○議長（濱田芳晴） 大林議員。

○１５番（大林正行） 現状分かりましたけれども、今、公共施設の総合計画の中で個別計画も立

てていらっしゃると思いますけれども、その中で、今検討されていると思いますが、基本的な

考え方、私も今の屯所少し多いんじゃないかなと。特に千代田地域。というので削減について

はやむを得ないかなと思いますけれども、町民の方は、やっぱり近所の屯所がなくなりますと、

何か不安だなと、漠然と考える方いらっしゃると思いますが、そこら辺の基本的な考え方、例

えば団員何人に１か所とか、面積的なものとか、そういうような基本的なものがあって計画を

つくっていかれるのかどうかをお伺いいたします。

○議長（濱田芳晴） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 議員おっしゃいましたように、面積であるとか距離というものも加

味しながら、消防団の屯所についての配置について考えていく必要があると思っております。

確かに千代田地域２２ございますが、全体的な旧町単位の部分でいきますと、千代田地域は、

そういう屯所のほうが多うございます。全体的な密集地の部分、それから人口の部分を考えな

がら考えていこうと思っております。まだ、案としては危機管理課のほうで持っておりますが、

まだ、皆さんにお伝えするところはできておりませんが、こういう面積と人口と、そのほか地

域の実情も考えながら検討していっておるところでございます。

○議長（濱田芳晴） そのほか。真倉議員。
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○３番（真倉和之） ３番、真倉和之です。教育関係、１４９と１５０についてお聞きしてみたい

と思います。ここで芸北分校の生徒受入補助金の問題があります。今、広島県でも県立高校が

２校ほど新規募集を停止しておると。本年度からやめるというような話がありますし、非常に

少子化の中で子供が減ってくることは確かでありますし、うちの地域からも島根県の隠岐島の

高校へ行っておられる方もおられますが、あそこへ旅行したとき、あそこの町長といろいろと

話をしてみましたが、なかなか大変だと、島というものは。おたくらのほうは陸続きだからえ

えよというて、話を１０分余り、港でさせてもらったことがありますが、この生徒の募集につ

いて、昨年度は予算組めてますが、何人ぐらい目標にして頑張っていこうと思っておられるの

か、それについては、わしらも支援していくものは支援していかないけんと思っておりますが、

考え方をお聞きしてみたいと思います。

○議長（濱田芳晴） 芸北支所長。

○芸北支所長（清美宣正） 芸北分校の生徒受入支援補助金の件につきましてですけども、地方創

生推進交付金活用事業によりまして、高校を核にした新たな人づくり、人の流れづくりプロジ

ェクトに、来年度から向こう４年間取り組むようにしております。芸北分校の存続につきまし

ては、学校と地域を挙げて取り組んでおりますけども、特に芸北地域の少子化は著しく、他地

域からの入学する生徒の確保が必要となります。そのため、全国募集が可能な特定校に指定さ

れて現在、全国へ募集をしておる状況です。特に今年度から東京や大阪などの都市部の生徒を

芸北分校へ進学をするという目的で、全国のそうした同じような自治体と連携しながら、全国

合同説明会ということに取り組んでおります。そうした取組を今後も広げていって、他地域か

らの受入れを確保していきたいということと併せて、学校と地域が連携して、学校の魅力づく

りを図っていこうという取組もこの事業の中で掲げております。併せて受入れ体制、いわゆる

下宿、寮の運営についても、ある程度充実した運営ができるようにということで取組を計画し

ております。そうした中で、この受入補助金が、これまでは、去年が当初７００万程度であり

ましたけども、３年度につきましては９４０万ということで、これまで１人１月１万円の補助

をしておりましたけども、それを上乗せして、運営する団体へ支援をしていこうという計画で

進めております。以上です。

○議長（濱田芳晴） 真倉議員。

○３番（真倉和之） 募集人数の目標は。

○議長（濱田芳晴） 芸北支所長。

○芸北支所長（清美宣正） 人数の目標までは定めておりませんけども、ここの中では、現在の人

数を確保していこうということで予算立てをしております。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。質疑なしと認めます。以上で歳出全般の質疑を

終わります。これをもって一般会計予算の質疑を終わります。これより討論を行います。討論

はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。議案第１５号、令和３年度北広島町一般会計予算につ

いて反対討論を行います。第１は、まちづくりセンターの維持管理費を質疑しましたが、答弁

について問題外ということで、同意できないということです。町民の最大の関心事は、ランニ

ングコスト、幾らかかるんだということであります。ところが調べていないとか、これからや

ってみないと光熱水費が分からないという状況で、何のための当初予算の審議なのか理解でき

ないわけです。財政が厳しいと言いながら、ランニングコストの概算も出していないことは、
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とても驚きであり、納得できるものではありません。私の概算は、先ほども少し触れましたが、

旧センターと比べ、新センターのランニングコストが約２倍になるんじゃないかという心配で

あります。これは町民の皆さんも同じであり、違うのであれば、しっかりした試算を早く出す

べきです。また、これまでこのランニングコストについて聞いてまいりましたが、従来とほと

んど変わらない、ほぼ同じだと答弁されてきたことからも今回の答弁は理解できるものではあ

りません。第２は、解放団体補助金４７万円です。特別扱いはやめ、必要なら一般行政に移す

べきと一貫して言っておりますが、今回もそれがもう一つの理由です。３つ目は、ホストタウ

ン交流推進事業です。新型コロナ感染拡大が世界中で収まらず、またワクチン接種の時期も明

確になっておらず、今年夏の開催は困難じゃないかと考えられます。この今回の町の予算、こ

れはどうしても必要であるならば、６月の肉づけ予算で組めばよく、今回について削除すべき

ではないか、または減額すべきじゃないかと考えます。それをコロナ対策や生活が困難な方へ

の支援に回すべきだと考えます。議員各位のご賛同お願いします。

○議長（濱田芳晴） ほかに討論ありませんか。討論なしと認めます。これをもって討論を終わり

ます。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定することに賛成の

方は起立をお願いします。（起立多数）

○議長（濱田芳晴） 起立多数です。したがって、議案第１５号、令和３年度北広島町一般会計予

算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１６ 議案第１６号 令和３年度北広島町国民健康保険特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第１６、議案第１６号、令和３年度北広島町国民健康保険特別会計予算

を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これ

をもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原

案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１６号、令和３年度北広島町国民健康保

険特別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１７ 議案第１７号 令和３年度北広島町下水道事業特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第１７、議案第１７号、令和３年度北広島町下水道事業特別会計予算を

議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これを

もって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めま

す。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案

のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１７号、令和３年度北広島町下水道事業
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特別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１８ 議案第１８号 令和３年度北広島町農業集落排水事業特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第１８、議案第１８号、令和３年度北広島町農業集落排水事業特別会計

予算を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと

認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案について

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１８号、令和３年度北広島町農業集落排

水事業特別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１９ 議案第１９号 令和３年度北広島町介護保険特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第１９、議案第１９号、令和３年度北広島町介護保険特別会計予算を議

題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをも

って質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のと

おり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第１９号、令和３年度北広島町介護保険特

別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２０ 議案第２０号 令和３年度北広島町電気事業特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第２０、議案第２０号、令和３年度北広島町電気事業特別会計予算を議

題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをも

って質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のと

おり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第２０号、令和３年度北広島町電気事業特

別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～
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日程第２１ 議案第２１号 令和３年度北広島町芸北財産区特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第２１、議案第２１号、令和３年度北広島町芸北財産区特別会計予算を

議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これを

もって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めま

す。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案

のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第２１号、令和３年度北広島町芸北財産区

特別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２２ 議案第２２号 令和３年度北広島町診療所特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第２２、議案第２２号、令和３年度北広島町診療所特別会計予算を議題

とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。真倉議員。

○３番（真倉和之） ３番、真倉和之です。質問というよりか、どういう流れでなりよるんだろう

かお聞きしてみたいと思いますが、行政報告見ていただきましても、４５ページから４６ペー

ジ、患者数、外来、リハビリ、歯科ともに患者が減少してきております。これは昨年度と比べ

て減少しておるわけですが、これはコロナによってこういう現象が出てくるのか、その要因は

どこだと考えておられるか、ちょっとお聞きしてみたいと思います。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） コロナの影響も多少あるようには聞いております。全体的に人口減少も

原因があるというようにお伺いしておりますし、３月、４月、５月、緊急事態宣言中につきま

しても患者の減少、受診控えがあったようには聞いております。

○議長（濱田芳晴） 真倉議員。

○３番（真倉和之） 今のような答弁でいいんかどうか知りませんが、今後人口減少が来るととも

に受診者数が減少してきたときに、一般会計からの繰入れが多くなってくるわけなんですね。

そこらも併せて、今からは将来見据えて、５年先、１０年先を見据えた考え方をしていきませ

んと、非常に人口減少というものは与えてくる影響、地域に与えてくる影響というものは非常

に大きいものがありますので、そこらの考え方を併せて再度お聞きしてみたいと思います。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 今後やってきます人口減少見据えました経費の削減等に努めていく必要

があると感じております。また、地域医療を守るといった側面からも、診療所等の維持という

ものも必要になってこようと思いますので、今後、先ほど申しましたように、人口減少見据え

ながら、経費の削減には努めてまいりたいと考えております。

○議長（濱田芳晴） 真倉議員。

○３番（真倉和之） 私が一般質問でもしましたが、やはり人口減少、どうしてもしょうがないん

ですね。このもの止めようがない。そうしたときに、そこへ住む人の健康管理については、し

っかりしていくのが一つの行政の役割でありますので、その点をどう考えておられるかという
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意味で私が聞いているわけであります。私がいろいろと病院へ行きますが、今、４つの病院行

ってますが、大概のところが患者が減ってきております。一番厳しいことを言われる病院の院

長は、経営がどうなるんだろうかというて相談を受けたのが、これは安佐南区の河内の病院で

ありますが、そこら含めて、今後どのようにおたくら考えておられるのか。人が減っても健康

管理については行政の責任でありますので、その点について、再度思いがあればお聞かせ願い

たいと思います。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 住民の方の健康管理につきましては、引き続き保健事業に取り組みなが

ら、また、地域包括ケアの推進といったところも含めまして事業を展開してまいりたいと考え

ております。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） １０番、梅尾泰文であります。私も歳入について中身をお聞きしたいとい

うふうに思いますけども、まず、４ページの文書料というのが２１万円ほどありますが、これ

骨格予算ですから、確定のものではありませんが、多分この文書料というのは診断書等の文書

料かなというふうに理解をしておりますが、そこのところをお聞きをしてみたい。それから６

ページでありますが、やはり歳入であります。雑入が雄鹿原が３０万、歯科が９０万、八幡が

１０万というふうに数字が載ってます。これも骨格でありますから、確定したものではもちろ

んありませんが、ひょっとして、これは雑入ですから、自己負担の医療費の関係の納まってい

ないのを納めてもらうということでの受皿としての雑入なのか、お聞きをしてみます。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） まず、４ページの文書料でございます。こちらのほうは議員おっしゃら

れましたとおり、診断書交付手数料でございます。６ページの雑入でございますが、こちらの

ほうは、郡医師会からの休日当番医の手当、また、パット、おむつなどの衛生材料費、それと

あとハブラシ、歯磨き剤などで雑入と計上させていただいております。

○議長（濱田芳晴） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 言うてみれば、備品というものに当たるんかどうか知りませんが、それら

が売れたのが雑入で入ってくるということの説明だったように思いますが、とすれば、今の３

つの診療所についていえば、全て医療費の関係の自己負担分、患者さんが負担するという部分

の未納というのは、ないということで考えていいですね。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 患者様の未納分は入ってございません。

○議長（濱田芳晴） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 未納は、ないということでいいんですか。それともあるんだけども、当初

予算には組んでないよということですか、お聞きをします。

○議長（濱田芳晴） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 患者様の未納分につきましては、あるかないかと言われましたら、現在

のところ把握しておりません。

○議長（濱田芳晴） ほかに質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わ

ります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これをもって

討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定する
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ことに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第２２号、令和３年度北広島町診療所特別

会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２３ 議案第２３号 令和３年度北広島町情報基盤整備事業特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第２３、議案第２３号、令和３年度北広島町情報基盤整備事業特別会計

予算を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと

認めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案について

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第２３号、令和３年度北広島町情報基盤整

備事業特別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２４ 議案第２４号 令和３年度北広島町後期高齢者医療特別会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第２４、議案第２４号、令和３年度北広島町後期高齢者医療特別会計予

算を議題とします。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。こ

れをもって質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認

めます。これをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については

原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立多数）

○議長（濱田芳晴） 起立多数です。したがって、議案第２４号、令和３年度北広島町後期高齢者

医療特別会計予算は原案のとおり可決されました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２５ 議案第２５号 令和３年度北広島町水道事業会計予算

○議長（濱田芳晴） 日程第２５、議案第２５号、令和３年度北広島町水道事業会計予算を議題と

します。これより質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これをもって

質疑を終わります。これより討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。こ

れをもって討論を終わります。これより本案について採決します。本案については原案のとお

り決定することに賛成の方は起立をお願いします。（起立全員）

○議長（濱田芳晴） 起立全員です。したがって、議案第２５号、令和３年度北広島町水道事業会

計予算は原案のとおり可決されました。ここで休憩させていただきます。
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １１時 ５８分 休 憩

午前 １１時 ５９分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（濱田芳晴） 再開します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２６ 発議第１号 北広島町監査委員条例の一部を改正する条例

○議長（濱田芳晴） 日程第２６、発議第１号、北広島町監査委員条例の一部を改正する条例を議

題とします。本案について趣旨説明を求めます。９番、亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 発議第１号、令和３年２月１０日 北広島町議会議長 濱田芳晴様。提出者

北広島町議会議員亀岡純一、賛成者 北広島町議会議員真倉和之、同山形しのぶ、同伊藤

淳。北広島町監査委員条例の一部を改正する条例。標記の議案を次のとおり、地方自治法第１

１２条及び北広島町議会会議規則第１４条第２項の規定により提出します。趣旨でありますが、

地方自治法等の一部を改正する法律により、議員のうちから選出する監査委員の義務づけが緩

和されました。その趣旨を踏まえ、監査委員と議会の監視機能における役割分担を考えた場合、

監査委員は、専門性のある識見監査委員に委ね、専門性や独立性を発揮した監査を実施され、

監査機能の充実強化がより図られることが望ましく、議会は議会としての監視に集中し、議会

の機能強化を図るべきであるため、北広島町監査委員条例の一部を改正する条例を提案するも

のです。議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。

○議長（濱田芳晴） これで趣旨説明を終わります。これより質疑を行います。質疑はありません

か。美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。この議選監査委員は、実効性ある監査を行うために必

要だという考えから導入されたそうです。実効性ある監査とは、政策の妥当性という観点をも

っての監査。２つ目は、町政課題を大きな流れで把握した上で監査に臨める。３つ目は、執行

機関の監視という議会での経験を反映できる。４つ目には、町民の代表としての目線を生かし

て監査できるということであります。この実効性ある監査について、これまで北広島町におい

て、何か問題があったのか伺います。

○議長（濱田芳晴） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） ただいまの質問でありますが、実効性ある監査について何か問題があったか

ということについては、特に問題があったというふうには思っておりません。

○議長（濱田芳晴） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 特にないと。２つ目は、北広島町議会基本条例では、議会の活動原則第２条

として、町長等執行機関の事務の執行について監視及び評価を行う。そのために必要な資料提
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供を町長等に求めるとともに、独自に調査活動を行うものとするとあります。議選監査委員を

廃止した場合、これまで監査に提出されていた決算資料や情報を議会はどのようにして知るこ

とができるのか、伺います。

○議長（濱田芳晴） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 議会がどのようにして知るかということについては、議員各位の議員活動と

して求めていくということになろうかと思います。

○議長（濱田芳晴） そのほか質疑はありますか。質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わ

ります。これより討論を行います。討論はありませんか。美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。発議第１号、北広島町監査委員条例の一部を改正する

条例に対し、反対討論を行います。反対する理由の第１は、質疑でも述べましたように、議選

監査委員が必要である理由として、実効性ある監査が上げられておりますが、北広島町の監査

会では、これまで問題は起きておらず、また、議選監査委員について国の審議を見ますと、そ

の廃止の理由の一つに任期が２年や１年で代わっているということが指摘されていますが、北

広島町議会の場合は、任期は４年で、再選も認められております。ですから、これについては

理由にならない。第２に、議選監査委員を廃止した場合、これまで監査で提出されていた決算

資料や情報を議会はどのようにして知ることができるのか聞きましたが、これについては議員

個人の努力に図られるという答弁でありました。北広島町の憲法と位置づけるまちづくり基本

条例の第５条の情報共有の原則の中で、まちづくりについての情報を共有することを基本に進

めなければならないとし、町は、住民の求めに応じて情報を提供するだけでなく、自らも積極

的に分かりやすい情報を迅速に発信していくよう努力する必要があるとし、協働のまちづくり

の原点としています。そして、その解説では、その情報は、情報公開条例に基づき、情報公開

を進め、個人情報を含む情報については、北広島町個人情報保護条例に基づき、個人の権利や

利益を侵害しないよう十分に配慮するとしています。この立場から、監査会で示す決算資料を

条例上認められるものについては議会に提出すべきと考えますが、先ほど言いましたように、

個人の努力というふうにされました。これは組織として認める必要があると思います。

第３に、発議の趣旨において、独立性、専門性を発揮した監査が実施され、監査機能の充実強

化がより図られるようにとあります。この点について、第２９次地方制度調査会第１３回専門

小委員会において、全国都道府県議会議長会会長の家元丈夫氏は、議選監査委員について、特

に住民に最も近い存在である議員は、日頃の議員活動、議案審議等を通じて得た当該団体の事

務全般に対する幅広い知識、識見を持っているとともに、住民の目線により監査に当たること

ができるという観点からも、監査活動における議選委員の存在意義は大きいと述べ、監査委員

制度の見直しについては、以上のような趣旨から慎重な審議を再度お願いしたいと主張してい

ます。その上で、急いで廃止すべきではないと言っています。第４に、監査で重要なことは識

見を有する監査委員と、実効的な監査を行う議会推薦監査委員がそれぞれの役割を果たすこと

だと考えるからです。このように、国の調査会においても賛否があり、また現在、広島県内に

おいても議選監査委員を廃止した市町がない中で、北広島町議会だけが拙速して廃止するので

はなく、もっと慎重に審議すべきであり、今議会での議選監査委員の廃止は見送るべきと考え

ます。議員各位のご賛同をお願いします。

○議長（濱田芳晴） ほかに討論ありませんか。梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） １０番、梅尾泰文であります。私は、亀岡議員の提案に賛成の立場で討論
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をいたします。これまで議員選出の監査委員というのが決められていました。皆さんが議員に

なって、私も議員になって監査委員に立候補することもできるという制度でありますし、誰か

が監査委員は務めなくてはならないということであります。私は、監査委員の任務というのは、

皆等しく、誰もが議員全員が同じ権限を持っているというわけでありますけれども、ただし、

決算に対してでありますけども、監査をするということになれば、同じように議員に立候補し

て、同じ権限を持って役職に就くわけでありますが、決算において、自分が監査をしたわけで

ありますから、そのことに物申すということが本当にできるにはできますが、やはり難しい状

況がある。つまり同じ権限を持ってこの舞台に立ったのに、その監査委員だけが同じことがで

きないということであります。そういうことも踏まえて、このたびの法改正があったというふ

うに私は理解をしておりますし、本来、決算についていえば、やはり専門性が高いという部分

も含めて、いろいろなものを提出を得て判断をしなくてはならないという部分を含めたら、や

はり議員がなるべきではなくて、あるいは公認会計士とか税理士とか、そういう専門性のもの

を持った方がその職に就いて毅然と執行部に対して物を言って、行政の進め方にメスを入れる

ということが私は必要だろうというふうにずうっと以前から思っておりました。それがやっと

私は完成するなというふうに思っておりますので、ぜひ皆さんにも同じ権利を、監査委員だけ

が特別に難しい、あるいは言いにくいんだというふうなことがない立場に皆さんが立ちたいと

いうふうに思いますので、議員の選出をしないという提案に対して賛成するものであります。

議員各位の賛同お願いいたします。

○議長（濱田芳晴） ほかに討論ありませんか。討論なしと認めます。これをもって討論を終わり

ます。これより本案について採決します。本案については原案のとおり決定することに賛成の

方は起立をお願いします。（起立多数）

○議長（濱田芳晴） 起立多数です。したがって、発議第１号、北広島町監査委員条例の一部を改

正する条例は原案のとおり可決されました。以上で本日の日程を全部議了しました。会議を閉

じます。ここで町長から発言の申出がありますので、これを許します。箕野町長。

○町長（箕野博司） ２月議会定例会の閉会に当たりまして、一言お礼のご挨拶を申し上げます。

２月１日の開会から本日までの１０日間、議員の皆様におかれましては、終始熱心な調査、ご

議論、ご審議の下、提案いたしました全ての議案につきましてご承認をいただき、誠にありが

とうございました。令和３年度当初予算に計上しました事業等を確実に実行することはもとよ

り、明るく元気なまちづくりを目指し、全職員と総力を挙げて邁進してまいります。また、こ

のコロナ禍を町民の皆さんとともに乗り越えてまいりたいと考えております。今後とも町行政

の運営につきましてご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。時節柄、議員、町民

の皆様にはご自愛をいただき、皆様のより一層のご健勝を祈念申し上げまして、閉会のご挨拶

といたします。ありがとうございました。

○議長（濱田芳晴） それでは閉会に当たり、一言申し上げます。本定例会は、本日まで１０日間

の会期で、次世代を考えながら議会執行部で議論を行い、提出された議案全て議了して、本日

で閉会します。議員と町長は３月の選挙、職員は４月の人事異動があり、続ける人、辞める人、

みんな元気であれば明日がやってきます。それぞれの立場で頑張っていただきたいと思います。

最後に、町民の皆様も元気であれば明日は必ずやってきます。早くコロナが収束して、平穏な

生活が取り戻されることを願いながら、また、町民をはじめ皆様のご協力、ご支援に感謝を申

し上げ、私の閉会の挨拶とします。以上で令和３年度第１回北広島町議会定例会を閉会します。
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皆様、大変ご苦労さまでございました。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ０時 １６分 閉 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～


